
 瑞 穂 監 第 ３ ０ 号  
令和６年１２月２５日  

 
 

瑞 穂 市 長  森   和 之 様  
 

瑞穂市議会議長  庄 田 昭 人 様  
 
 

瑞穂市監査委員   浅 村 孝 司  
 
 

瑞穂市監査委員   広 瀬 守 克  
 
 

例月出納検査結果報告書の提出について  
 
 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、例月出納検査を実施し

たので、同条第３項の規定により検査結果に関する報告書を提出する。  



例月出納検査結果報告書  
 
第１ 検査の概要  
 
 １ 検査の対象  

令和６年１１月分の次の各会計、基金等に係る現金、預金等の出

納保管状況について、瑞穂市監査基準（令和６年瑞穂市監査委員告

示第６号）に基づき、検査を行った。  
一般会計、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別

会計、歳入歳出外現金、財政調整基金、減債基金、公共施設整備基

金、地域振興基金、国民健康保険基金、下水道事業対策基金、ふる

さと応援基金、地域福祉基金、ふるさと農村活性化対策基金、体育

振興基金、庁舎建設基金、森林環境整備促進基金、地域振興券支払

基金、企業版ふるさと納税基金、土地開発基金、収入印紙等購買基

金、国民健康保険高額医療費資金貸付基金  
 
 ２ 検査の実施場所及び実施日  
    瑞穂市役所  

令和６年１２月２５日（水）  
 
 ３ 実施した検査手続  

検査の対象となった現金等の出納について、会計管理者から提出

された資料と各金融機関の預金及び借入金の残高証明書、関係帳簿、

証拠書類等との照合及び現金の保管状況、その他通常実施すべき検

査手続を実施した。  
 
第２ 検査の結果・意見  
 １ 現金の出納について  
    令和６年１１月末日現在における現金、預金及び借入金の金額並

びに会計管理者から提出された収支計算書その他の資料に記載され

たこれらの金額は、いずれも関係帳簿等の記載金額と一致し、計数

上の誤りはないものと認められた。  
 



（１）一般会計及び特別会計  
                         （単位：円） 

収入済額 支出済額 収入済額 支出済額

一般会計 24,060,157,500 2,309,147,240 1,233,510,755 13,910,414,767 12,061,088,366 1,849,326,401

特別会計 5,629,475,000 447,026,665 654,123,308 3,306,147,472 3,184,480,319 121,667,153

合　　計 29,689,632,500 2,756,173,905 1,887,634,063 17,216,562,239 15,245,568,685 1,970,993,554

収入済額と支
出済額との差
  （累　　計）

区　　分 予算現額
本　　　月　　　分 累　　　　　計

 
（２）歳入歳出外現金  

                         （単位：円） 

前月末保管額 本月収入額 本月支出額 本月末保管額

100,116,620 223,324,851 213,228,679 110,212,792

 
（３）基金  

                       （単位：円） 

前月末現在高 本　月　増 本　月　減 本月末現在高

13,416,470,187 3,170,842 104,876,712 13,314,764,317  
 
２ 旅費の支出について  
 当月中、航空機による旅行命令が発せられ、それに伴う航空賃等が支払

われていた。瑞穂市職員等の旅費に関する条例施行規則によると、航空賃

を支払う場合は、その支払いを証明するに足る証拠が、旅費請求書に添付

すべき書類として定められている。しかしながら、支出負担行為兼支出金

調書を確認したところ、証拠書類が添付されていなかった。瑞穂市会計規

則第７条第１項によると、会計管理者は、添付書類が完備していないとき

は、支出の命令を拒否しなければならないと定められていることから、会

計規則に則り適切に事務を執っていただきたい。  
 

以上  



 
例月出納検査結果報告書  

 
第１ 検査の概要  
 
 １ 検査の対象  

 令和６年１１月分の水道事業会計、下水道事業会計及び公共下水

道事業基金に係る現金、預金等の出納保管状況について、瑞穂市監

査基準（令和６年瑞穂市監査委員告示第６号）に基づき、検査を行

った。  
 
 ２ 検査の実施場所及び実施日  
    瑞穂市役所  

令和６年１２月２５日（水）  
 
 ３ 実施した検査手続  
    検査の対象となった現金等の出納について、企業出納員から提出

された資料と各金融機関の預金及び借入金の残高証明書、関係帳簿、

証拠書類等との照合その他通常実施すべき検査手続を実施した。  
 
第２ 検査の結果  
   令和６年１１月末日現在における現金、預金及び借入金の金額並び

に企業出納員から提出された試算表その他の資料に記載されたこれら

の金額は、いずれも関係帳簿等の記載金額と一致し、計数上の誤りは

ないものと認められた。  
 
（１）公営企業会計  

（単位：円）  

収　入　額 支　出　額 収入額　（A） 支出額　（B）

水道事業会計 5,169,831 49,305,342 396,212,826 422,257,539 △ 26,044,713

下水道事業会計 93,330,004 119,644,094 782,621,142 1,088,526,061 △ 305,904,919

収支差引
  （A-B）

区　　　　分
本　　　月　　　分 累　　　　　計

 

 



 （２）基金  
                       （単位：円） 

 
 
 

以上  

前月末現在高 本　月　増 本　月　減 本月末現在高

10,877,000 0 0 10,877,000


